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事業評価監視委員会 道路事業 位置図

長野県

群馬県

千葉県：再評価

①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で5年間が経過している事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業

山梨県

埼玉県

神奈川県

茨城県

千葉県

栃木県
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国道14号
亀戸小松川立体 ④

東京都



１．事業の目的と計画の概要１．事業の目的と計画の概要
（1）目的
・慢性的な交通渋滞の緩和
・交通事故の削減
・良好な沿道環境の確保

（2）計画の概要

拡幅部 立体部

2

４９,３００～６４,７００台/日：計画交通量

約４１７億円：事 業 費

昭和６０年度（亀戸地区）

平成元年度（小松川地区）

：事 業 化

６車線：車 線 数

６０km/h：設 計 速 度

第４種第１級：道 路 規 格

３３．０～５０．０m：幅 員

２．５km：計 画 延 長

自）東京都江東区亀戸９丁目地先

至）東京都江戸川区大杉１丁目地先

：区 間
とうきょうとこうとうくかめいど

標準横断図

とうきょうとえどがわくおおすぎ

日交通量［台/日］ （ 混雑度 ）

50,850 (1.15)

50,765 (1.24)

※H17道路交通センサス



■亀戸地区

昭和２１年３月２６日 都市計画決定（当初：戦災復興院告示第3号）

昭和３１年１２月 都市計画変更（亀戸地区）

昭和３９年２月７日 都市計画変更（亀戸9丁目交差点立体化）

昭和５０年度 市街地再開発事業 都市計画決定

昭和６０年度 事業化（亀戸地区）

昭和６２年度 用地買収着手（亀戸地区）

平成１１年度 亀戸地区工事着手

平成１９年度 6車線供用（亀戸9丁目歩道橋交差点

～中川新橋交差点）

２．事業進捗の状況２．事業進捗の状況
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「亀戸小松川立体」の事業経緯

■小松川地区

昭和４１年３月２９日 都市計画変更（東小松川交差点と中央

2丁目交差点をそれぞれ立体化）

平成元年度 事業化（小松川地区）

平成３年８月２１日 都市計画変更（東小松川交差点と中央

2丁目交差点を連続立体化に変更）

平成１４年度 用地買収着手（小松川地区）

【現況の車線数】
S47
0.9km

H19
0.7km

事業中
0.6km

事業中
1.2km

4車線

6車線

S47
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3．事業の必要性に関する視点3．事業の必要性に関する視点

3

渋滞発生状況 交差道路の渋滞状況（東小松川交差点）

・亀戸小松川立体区間の渋滞損失時間は約３５．６万人時間/年・km（都平均の約３倍）。

・小松川地区の東小松川交差点では、国道１４号の渋滞が一因となり、交差道路に１００ｍ～３００ｍ程度の渋
滞が発生。
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（１）亀戸小松川立体区間の渋滞損失

資料：H18プローブデータ

図 亀戸小松川立体区間の渋滞損失時間

①

③

②

写真① 千葉街道の様子
H21.7.22撮影

写真② 船堀街道の様子

約３倍

H21.7.22撮影 H21.7.22撮影
写真③ 京葉道路の様子
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3．事業の必要性に関する視点3．事業の必要性に関する視点

・国道１４号では、東小松川交差点など死傷事故率が３００件/年・億台kmを越える箇所が多数存在。

・亀戸小松川立体区間では、渋滞に起因する追突事故が３３％発生。

・東小松川交差点では、人・自転車対自動車による死傷事故が東京都平均の約５倍発生。

（２）亀戸小松川立体区間の事故発生状況

亀戸小松川立体区間の事故類型別事故発生状況
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人・自転車対自動車による死傷事故件数（東小松川交差点）

約５倍

図 亀戸小松川立体区間の事故類型別
事故発生状況
出典：H16～H19事故統合データベース

写真 車線減少による錯綜の様子

図 人・自転車対自動車による死傷事故件数

出典：H16～H19事故統合データベース

図 亀戸小松川立体区間の死傷事故率

亀戸小松川立体区間

追突事故
３３％

約２倍

H21.7.22撮影

出典：H16～H19事故統合データベース
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・江戸川区の救急活動出動件数は、３．３万件/年（東京２３区内上位４位）にも関わらず、搬送時間は
１１．８分と東京２３区内でワースト２位。

・国道１４号沿道には都立墨東病院があり、交通円滑化による定時性の確保が必要。

（３）３次救急医療機関へのアクセス

3．事業の必要性に関する視点3．事業の必要性に関する視点
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図 救急活動出動件数

資料：東京都消防庁（平成19年）行政区別の救急活動時間

図 現場～病院までの搬送時間

江戸川区における二次・三次救急医療機関の状況

※都立墨東病院は、江戸川区の救命救急センターに指定。
資料：東京都保健医療計画（平成20年3月改訂）

二次救急医療機関は、平成21年10月1日現在のデータ。
資料：東京都福祉保健局（東京都指定二次救急医療機関一覧）

■国道14号（上り）を経路とする大杉１丁目～都立墨東病院間の所要時間

第三次医療施設への所要時間が予測困難な状況

最大 15分

都立
墨東病院

江戸川区
大杉１丁目

最小 11分

14

所要時間差
最大４分

資料：H18プローブデータ
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3．整備効果（亀戸地区）3．整備効果（亀戸地区）

・Ｈ１９年度に亀戸九丁目歩道橋交差点～中川新橋交差点間（Ｌ＝６９０ｍ）が６車線供用。

・６車線供用区間では、夕ピーク時平均旅行速度（下り方向）が整備前に比べ、最大で約２０km/h向上。

整備前後の夕ピーク時平均旅行速度（下り）
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整備前後の状況

図 ６車線供用区間

①

亀戸九丁目歩道橋交差点

亀戸九丁目交差点

中川新橋交差点

Ｈ１９年度 ６車線供用 Ｌ＝６９０ｍ

図 整備前後の夕ピーク時平均旅行速度（下り方向）

凡 例

H20夕ピーク時平均旅行速度（下り）

H18夕ピーク時平均旅行速度（下り）

交差点

※夕ピーク時旅行速度…17時台、18時台の平均旅行速度
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写真② 拡幅後の道路状況
H17.11.12撮影

写真① 拡幅前の道路状況

資料：H18、H20プローブデータ

資料：東京国道事務所 資料

交通流（下り）

②

片側２車線
（４車線）

片側３車線
（６車線）

（４）暫定供用による整備効果



■■総便益（Ｂ）総便益（Ｂ）
道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれに
ついて推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■■総費用（Ｃ）総費用（Ｃ）
当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。
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４．費用対効果（計算条件）４．費用対効果（計算条件）

■■計算条件計算条件
・基準年次
・供用開始年次
・分析対象期間
・基礎データ
・交通量の推計時点
・計画交通量
・事業費

：平成21年度
：平成31年度
：供用後50年間
：平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ
：平成42年度
：49,300～64,700(台/日)
：417億円

【参考：前回評価（H16）】
平成16年度
平成23年度
供用後40年間
平成11年度道路交通ｾﾝｻｽ
平成42年度
55,000～65,000(台/日)
417億円



■■事業全体事業全体

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注2）費用及び便益額は整数止めとする。
注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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基準年：平成2１年度

5億円

維持管理費

383億円378億円
1．3

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

483億円36億円56億円391億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

4億円

維持管理費

206億円202億円
2．1

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

437億円36億円51億円350億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益便益便益((ＢＢ))

４．費用対効果４．費用対効果



５ ．事業進捗の見込みの視点５ ．事業進捗の見込みの視点

○暫定供用・未供用区間に係る工程表
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・亀戸地区は、Ｈ７年度に用地取得完了し、Ｈ１１年度より工事着手、Ｈ２２年度に6車線化完了予定。

・小松川地区は、特に渋滞が激しい東小松川交差点付近を、東京都と協力して重点的に推進し、

その他区間についても、周辺道路の状況や交通量の状況等を見ながら順次整備を推進。
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６．今後の対応方針（原案）６．今後の対応方針（原案）
（1）事業の必要性等に関する視点

・亀戸小松川立体区間の渋滞損失時間は約３５．６万人時間/年・km（都平均の約３倍）。

・亀戸小松川立体区間では、渋滞に起因する追突事故が３３％発生。

・江戸川区の救急活動出動件数は、３．３万件/年（東京２３区内上位４位）にも関わらず、搬送時間は
１１．８分と東京２３区内でワースト２位。
・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は１．３。

（2）事業進捗の見込みの視点

・亀戸地区は、Ｈ７年度に用地取得完了し、Ｈ１１年度より工事着手、Ｈ２２年度に6車線化完了予定。
・小松川地区は、特に渋滞が激しい東小松川交差点付近を、東京都と協力して重点的に推進し、
その他区間についても、周辺道路の状況や交通量の状況等を見ながら順次整備を推進。

（3）対応方針（原案）

事業継続

・事業の必要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。
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